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１．はじめに  

 AWARD-Demi（アワード・デミ）工法は，気

泡掘削工法を適用した深層地盤改良技術で

ある．気泡掘削工法とは，地盤を掘削する際

に微細な気泡（写真-１）を添加することで，

掘削土（気泡混合土（写真-２））の流動性と

遮水性の向上を図り，発生汚泥量の削減や安

全性の高い施工を実現する工法である．本稿

では，気泡を添加した掘削土（気泡混合土）の特長を述べると

ともに，本工法の概要および特長を述べる．なお，AWARD-Demi

工法は，早稲田大学，戸田建設，前田建設，ハザマ，太洋基礎

工業，マグマの共同研究成果である． 

２．気泡混合土 

 気泡混合土は，気泡を添加した掘削土であり以下の特長を有

する． 

①溝壁安定性：微細な独立気泡が溝壁周辺の原地盤の土粒子間

隙部分に入り込むことで，不透水層を形成する．従来のベント

ナイトに比べて溝壁内の不透水層の形成が早く，粗粒土分を多

く含む地盤においても不透水層の形成が可能であり，掘削時の

溝壁安定性に優れる．（図-1 参照） 

②気泡によるベアリング効果：気泡のベアリング効果により，

加水量が少なくても気泡混合土の流動性が確保できるとともに，

カッタービットへの掘削土の付着が少なく，カッター回転トル

クが低減し，掘削性能が向上する．（図-2 参照） 

③消泡による残土の減量化：掘削時に気泡を添加し気泡混合土

とした後に，消泡時に消泡剤入りのセメントスラリーを混合撹

拌することで，気泡を消泡しながらセメントスラリーが混合撹

拌されるため，余剰汚泥の発生量を抑制できる．（図-3 参照）． 

３．AWARD-Demi 工法  

3.1 工法概要 

従来の深層地盤改良工法（図-4 参照）は，貫入掘削時に水と

固化材（セメントスラリー）を添加しながら掘削し，比較的多

量の水（W/C の大きいセメントスラリー）を添加することによ

り，混合撹拌性を向上させ掘削土と固化材との混合撹拌を行う． 

写真-1 プレフォーミング気泡 写真-2 気泡混合土 

図-1 溝壁安定性の模式図 

図-2 気泡によるベアリング効果の模式図

図-3 消泡による残土量低減の模式図 
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そのため，地山に多量の水を添加することから，

セメントスラリー量も増大し、多量の汚泥量を

排出することになる．また，地上に排出される

汚泥の中にはセメントスラリー（固化材）が含

まれているため，実際に地山に添加される固化

材量は少なくなること，さら地山には多量に加

水されているので，所要の改良強度を得るには，

多くの固化材量を添加する必要がある． 

一方，AWARD-Demi 工法（図-5 参照）は，貫入

掘削時に気泡を添加しながら掘削し，気泡のベ

アリング効果により混合撹拌性を向上させた地

山（気泡混合土）を形成し，引上げ時に固化材

（消泡剤を添加したセメントスラリ－）を添

加・撹拌し，気泡を消泡しながら地山とセメン

トスラリーを混練りし，改良体を造成する．そ

れゆえ，必要最小限の加水量に抑制できるとと

もに，添加した気泡を消泡するので，汚泥量を

抑制できる．さらに排出汚泥の中にセメントス

ラリー（固化材）が含まれる量が少ないため，

従来工法に比較して固化材量を低減しても所要

強度を得ることができる．表-1 に従来工法と

AWARD-Demi 工法との比較を示す． 

3.2 工法の特長 

 本工法の特長を以下に示す． 

①貫入掘削時には，気泡のベアリング効果によ

り加水量を低減できるとともに，引上げ時には

消泡剤により気泡を消泡しながら改良するため，

余剰汚泥量を削減できる． 

②添加したセメントスラリーが ，余剰汚泥の一部と

して流出する量が少ないので，単位固化材量を低減

できる。加水と固化材が少量でよいので、セメント

スラリー量を低減できる． 

③気泡によるベアリング効果により，カッタービッ

ト等への粘性土等の付着が低減できるため，高速混

合撹拌の実現により施工品質や施工効率の向上が期

待できる． 

④加水量，セメントスラリーなど地盤に添加する量が少ないため，周辺地盤変状が最小限に抑制される． 

⑤余剰汚泥量や固化材量の削減により，工事費が低減できる． 

４．おわりに  

 AWARD-Demi 工法は，気泡掘削工法を適用した深層地盤改良工法であり，余剰汚泥量や単位固化材量を低減

できる環境負荷低減とコスト低減が図れる工法である．地盤改良全般に係わる工事案件で積極的に計画・提案

することで，震災に強い国土づくりに貢献していきたいと考えている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 従来工法の施工イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 AWARD－Demi 工法の施工イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 工法比較 

①施工前

従来工法

貫入時吐出方式での施工

改良範囲

V0 (m3)

セメント添加率

C (ｔ/m3)

総セメント添加量

Wc=C×V0 (ｔ)

水セメント比

ａ

撹拌翼

②貫入掘削時

上部からセメントスラリー

を吐出撹拌

余剰汚泥には、セメント

スラリーが混入している。

改良済み地山

余剰汚泥

（地山＋セメントスラリー）

③引抜き時

下部から上部へ撹拌翼

を引き抜きながら撹拌

改良済み地山

余剰汚泥

（地山＋セメントスラリー）

④施工完了

余剰汚泥にもセメントスラ

リーが混入し、地山改良

範囲には、V0／

（V0+V1)Cのセメント添加

率しか添加されない

余剰汚泥

V1(m3)

地山改良範囲

V0(m3)

セメント添加量

V0/（V0+V1)×Wc(ｔ)

セメント添加率

C'=V0/(V0+V1)×C

①施工前

AWARD‐Demi工法

引抜き時吐出方式で施工

改良範囲

V0 (m3)

セメント添加率

C (ｔ/m3)

総セメント添加量

Wc=C×V0 (ｔ)

水セメント比
ａ

②貫入掘削時

上部から（気泡＋加水）による

掘削撹拌

改良範囲上部に、一時余剰土

（地山＋気泡＋加水）が発生

一時余剰土

（地山＋気泡＋加水）

③引抜き時

下部から上部へ（セメントスラ

リー＋消泡材）吐出しながら撹

拌、消泡し、改良する

改良済み地山

一時余剰土

（地山＋気泡＋加水）

④施工完了

余剰土にはセメントスラリーが

ほとんど混入しないので、地山

改良範囲には、添加したほぼ

全量のセメント量が添加される。

余剰土

（地山＋気泡＋加水）

V1(m3)

消泡して減量後処分

地山改良範囲
V0(m3)

セメント添加量

Wc=C×V0 (t)

セメント添加率
C'=C (t/m3)

従来工法 AWARD-Demi工法

混合撹拌性 多量の加水
気泡＋少量の水
（気泡は消泡）

セメントスラリ－
W/C

高W/C
たとえば100％

低W/C
たとえば60％

単位固化材量
多

たとえば400kg/m3
少

たとえば300kg/m3

ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ量 532L/m3 279L/m3

汚泥量 多量 少量
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